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ブル席の食堂と会議室があり， 2 階には礼拝堂が， 3 階が牧師夫妻の住居となっていた。前は 1 階
に礼拝室，2 階に子ども，大人，老人の各部屋と直座りの食事スペース，3 階が牧師夫妻の住居だっ
た。新しくエレベータもつき，高齢の信者も階段を登り降りする必要がなくなった。また今回は初
めて日曜礼拝を参与観察した。配布された教会のパンフレットには我々の訪問を歓迎する旨が書か
れていた。礼拝前に会議室にて牧師と 2 人の長老らと教会再建についてなど話を聴いた。朝礼拝
（11：00～12：00）が終わると，食堂に移動して，牧師らと共に昼食を頂いた。午後の主日讃揚礼
拝（14：00～14：30）の終わりに，牧師が我々を信徒の前で紹介し，各々挨拶をした。礼拝後牧師
夫妻の部屋にて，前回訪問後の教会の様子や海外布教の進展， 2 大造船所の不振によるコジェの景
気状況などについて話を聴いた。昨年は少し不景気だったが，今年になってから徐々に持ち直して
きているなど，現状について知ることができた。
　 3 日目は牧師からの歓迎の意として，教会の女性信徒役員の夫が勤務するヘクムガン（海金剛）
遊覧船に乗船した。これはコジェ島の南部にある景勝地である。朝鮮半島北部に金剛山があるが，
その海版ともいうもので，海からそそり立つ奇岩で有名である。その後船はウェド（外島）に着き，
上陸して島の様子を見た。ここは韓流ドラマの先駆けである「冬のソナタ」最終回のロケ現場「不
可能の家」（写真⑤）であるが，以前はあったパネルがなくなっていた。
　次に仏教寺院である玉女峰離塵庵（観音庵）（写真⑥）を再訪した。現在ここを守っているポサ
ルニム（菩薩ハルミ。80代の剃髪していない女性寺守）から話を聴いた。前回訪問時にはこの寺院
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（標高166m）から対馬の姿を初めて見ることができたが，今回は海上の水蒸気が多いためか見るこ
とはできなかった。昨年は我々が来なかったので，研究が終わったのかと思ったそうで，しっかり
と覚えていて下さった。現在は娘が基本的に同居しており，夫のいるソウルとの間を行ったり来た
りしている。寺のすぐ下の広場にキャンピングカーが停車しており，寺のテントもすぐ近くに立っ
ていた。聞けば放浪の大工が来ており，場所を貸しているとのことで，そのお礼にちょっとした大
工仕事で，ひさしを作ってくれたとのことだった。
　 4 日目はコジェ文化院を再訪した。院長は風邪のため不在であったが，学芸員から2015年末に刊
行された10冊の古代及び近現代のコジェ郷土史研究書籍を閲覧させて頂くとともに，ご厚意により
拝領した。
　次にコジェ博物館を再訪した。展示の見学後，館長から日本観光について聴いた（写真⑦）。こ
こは私立博物館ではあるが，館長は対馬観光をメインとする観光会社やヒーリングガーデンも経営
し，非営利団体巨済文化財団の理事長としても活躍している。その後，コジェ島捕虜収容所遺跡公
園を見学した。前回訪問時にはなかった平和未来展示館が新設されており，収容所を舞台とした
4DFX映画を鑑賞した。
　 5 日目は市外バスにて釜山に移動した。釜山駅近くのロシア人街（写真⑧）と中華街（写真⑨）
を巡検した。ロッテ百貨店屋上から見渡してみると，釜山の街が一望できる。直下にある漢方市場
辺りを俯瞰すると日本式家屋が多く見られた（写真⑩⑪）。その後チャガルチ市場，国際市場，大
覚寺などを巡検し，近代歴史館を再訪した。また，昨夏新設された国際旅客ターミナル（写真⑫⑬）
を巡検した。井出は2015年11月に，下関から韓国船籍のプクァン（釜関）フェリーに乗り，ポッタ
リチャンサ（担ぎ商いの行商人）たちと同行して新しいターミナルに行っている。しかしこの時は，
すぐにポッタリたちと共に車にて商品を売る市場に直行したため，ターミナルの設備を見ることは
できなかった。
　最終日は，旧国際旅客（現沿岸旅客）ターミナル（写真⑭）を巡検した。昨夏まではここが海外
との窓口であったが，現在は釜山－チェジュ（済州）間のみの運航ということで，建物内は閑散と
していた（写真⑮）。その後，釜山税関博物館を再訪して見学し，館長から税関図録を頂いた。そ
の後バスにて空港へ移動し，無事成田に帰着した。
　コジェ島の不況克服については，巨済海洋観光テーマパークの建設や， 8 月に国防部から譲り受
けたチシムド（只心島）開発，コジェハクドン（巨済鶴洞）ケーブルカー事業など，造船頼り一辺
倒から観光業への移行を行なうとのことである。
　全体として再訪した場所は，全てリニューアルもしくは情報が整理・追加されており，規模縮小
ではなくむしろ拡大・発展する様子を窺うことができた。
 （文・写真　井出弘毅）
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写真①　 【コジェ島】チャンスンポ港。スペー
スが新設された。
写真③　【コジェ島】コジェ第一教会。
写真②　 【コジェ島】チャンスンポ港にある説
明板。
「1960年代初 変化したチャンスンポ　日帝強占
期を通じてチャンスンポ港は日本人居住地に，
または産業地に変化していたところであった。」
写真出処：チョン・ガプセン(ソウル大アジア
研究所研究員)
写真④　【コジェ島】教会内の礼拝室。
写真⑤　 【コジェ島】ウェド（外島）にある「冬
のソナタ」最終回のロケ現場「不可能
の家」。
写真⑥　 【コジェ島】仏教寺院離塵庵（標高
166m）から対馬方向を望む。
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写真⑦　 【コジェ島】コジェ博物館にて。館長
（右）、学芸員（中）と。
写真⑨　【釜山】中華街。 写真⑩　【釜山】日本式家屋を俯瞰する。
写真⑧　【釜山】ロシア人街。
写真⑪　【釜山】日本式家屋跡の街並み。 写真⑫　 【釜山】昨年新設された国際旅客ター
ミナル。
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（松本　研究員）
（井出　客員研究員）
（荻　RA，社会学研究科博士後期課程）
写真⑮　【釜山】沿岸旅客ターミナル内。
写真⑬　【釜山】国際旅客ターミナル内。 写真⑭　 【釜山】旧国際旅客（現沿岸旅客）ター
ミナル。
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